
9・201Tlの集積をみた肺癌の1例
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　201Tl－chlorideは元来心筋シンチグラム用に開

発されたものであるが，最近悪性腫瘍にも集積す

るとの報告がみられる．われわれも孤立性円形陰

影を呈する原発性肺癌4例，肺結核，肺化膿症各

1例で検討を行なった．使用した機器はNuclear

Chicago　Pho／Gamma　HPシンチカメラで，201Tl－

chloride　2　mCi静注後15分に撮影した．結果は肺

癌4例中3例で病巣部に一致した異常RI集積を

認めたが，良性肺疾患2例では陰性であった．

201T1－chlorideの腫瘍集積をみた1例について

133Xeガス吸入シンチグラム，133Xe溶解液静注

後の肺1血流および洗い出しシンチグラム，99mTc－

MAA肺血流シンチグラムとあわせ供覧した．

201Tlは（’7Gaと同様周期律表第III族元素に属し，

今後悪性腫瘍患者のTumorscanning　agentとして

応用しうる可能性が示唆された．

10．閉塞性動脈硬化症におけるRI－Angiography

　　の読影要点
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　下肢の閉塞性動脈疾患においてカテーテル法に

よる血管造影が困難なことがあり，その際，経腰

的大動脈造影の必要が生じてくる．経腰的大動脈

造影はRiskの高い検査法であり頻回に施行する

ことは困難である．一方，静注法によるRI－Angio

は容易で反復可能であるが解像力に乏しい．今回，

経腰的大動脈造影を施行した下肢動脈閉塞症6例
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の血管像と比較し，RI－Angioでどの動脈がどこ

まで読影可能であるかという形態的側面から検討

した．RI－Angioでは中小動脈，部分的狭窄，副

行路などの描出は困難であったが，大動脈，総腸

骨動脈，大腿動脈などの閉塞は鮮鋭度は落ちるが，

ある程度，読影可能であった．加えてR．0．1．を

設定しDynamic　curveを作製することにより半

定量的検討が可能なこと，容易性，反復性などの

利点から血管造影施行前の閉塞部位の推定や，手

術後のfollow－upなどの用途に用いるべきと考え

る．

11．86Rbによる心筋血流量の測定

　　一虚血性心疾患におけるAdrenalineおよび
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　虚血性心疾患の循環異常，交感神経作働薬によ

る心筋虚血発生の機序ならびにβ遮断剤の影響を

検索すべく対照45例，本症患者28例について各種

条件下で冠循環および全身血行動態を同時測定し

た．心筋血流量はSapirsteinのIndicator　Frac－

tionation　Techniqueにしたがい，86Rb体外計測

法によりまた心係数はRISAを用いた体外計測

法により測定した．本法による心筋血流量の正常

値は45例において89．7m1／min／1009で，再現1生

も　一1．2土9．2％　と良好であった．安静時心筋血

流量は本症患者では対照群との間に差をみない．

Adrenaline　O．1～0．2μ9／kg／minによる心筋血流量，

心拍数，心係数，心負担係数，心仕事係数の増加

の程度は対照，患者の両群間に有意差をみない．

Propranolol　lOmg静注により心筋血流量，心拍

数，心係数，心仕事係数の減少の程度も両群間に

差はないが，心負担係数の減少の程度は対照群に

比し患者群で有意に強い．Propranolol前処置に

より上記Adrenalineの作用はほぼ完全に阻害さ

れた．
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